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強誘電体をはじめとする空間反転対称性が破れた物質は、pn接合構造なしで光起電力効果を示

すことが知られている。近年、この起源がシフト電流と呼ばれる光電流の発生にあることが分か

ってきた。シフト電流は、電子のドリフトや拡散による従来の光電流とは根本的に異なり、欠陥

等による散乱に強いトポロジカル電流である 1。これまでに我々は、強誘電半導体 SbSI において

シフト電流が移動度に依存しないことを実験

的に示した 2,3。 

今回は、シフト電流の持つ欠陥耐性をより

明確に示すことを目指した。まず、異なる暗

伝導度を持つ複数の試料において光照射下の

電流電圧特性の温度依存性を測定した。その

結果、試料や温度によって暗伝導度が 8 桁以

上も変化するにも関わらず、シフト電流は一

定であった。この結果は、欠陥や不純物に対

してシフト電流が高い堅牢性をもつことを示

す。さらにシフト電流と電場に誘起されるド

リフト電流の違いをスペクトル構造から調べ

るため、ゼロ電場・外部電場印加下での光電

流作用スペクトルを比較した。ドリフト電流

は表面再結合の影響を強く受けたスペクトル

であったのに対し、シフト電流はバンド構造

のみを反映したスペクトル特性が観測された

(Fig. 1)。 これらの結果は、シフト電流が表面

再結合に対しても堅牢であることを明確に示

す。 
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Fig. 1 (a) Blue lines show action spectra of 

photoctonductance (photocurrent under 

external bias). Black lines indicate absorption 

spectra. (b) Action spectra of zero-bias 

photocurrent. Solid (dotted) line correspond to  

light polarization parallel (perpendicular) to c 

axis. 

第80回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2019 北海道大学 札幌キャンパス)21a-C309-12 

© 2019年 応用物理学会 05-293 6.1


